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1. ＜

2. ＝ の古形・詩形．接尾辞（3男単）

は 「眼識ある者」を指す．

＝分詞の形容詞的用法．

3. ＝疑問辞 と併用される二重疑問（Ges§

150-c）．

＝√

4. ＜ ，原因を表す ．

＝同節冒頭 の疑問辞 がここ

にもかかる．

5. ＜

＜

6. ＝形容詞の名詞的用法．

7. ＝形容詞の名詞的用法．

＜ ＝√

＝形容詞の名詞的用法．

8. ＝「腕の人」で‘腕力のある人’の意

か．

＝分詞の名詞的用法．

＝「顔の上げられた者」で‘ 尊敬さ

れている者， 著名な人’

9. ＝主語 と文法的性・数の不一致．

10. ＜

＜

11. ＜

12. ＝√

13. ＝感情や認識を表す状態動詞は，現在の

ことを表す場合でも完了形が用いられる．

14. ＝√ ， 「隠す」

15. ＜

16. ＝「時がない」で‘一瞬で’の意か．

＝√

17. ＝分詞の名詞的用法．

＝ の古形・詩形．

18. , ＝形容詞の名詞的用法．

19. ＜

, ＝形容詞の名詞的用法．

＝ の古形・詩形．

20. ＝強調の表現．

＜ ，意味不明の単語．「 私達に立

ち向かう者， 私達の財産」

＜

21. ＝√

＝レニングラード写本では母音記号の一

部とタアメー・ハミクラーが欠落．他の写本では

となっている． 「平和」

＝√

22. ＜

＝√ ，「教え，指図，律法」

＜

23. ＜ ＝√

24. ＝金の産地（ 列上9:28，ｲｻﾞ13:12等）．

25. ＝ 「飛ぶ」

26. ＝ 「の故に」

＝√

＜

27. ＜

28. ＝ 「言う」

＝√

29. ＝形容詞の名詞的用法．

＜ ＝√

30. ＝形容詞の名詞的用法． 
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ースンウ
は者たれらげ上てしそ

連単男受分パ・接

ムーニァフ
の顔
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